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４
月
１
日
付
け
で
、
市
内
の

小
学
校
と
中
学
校
の
人
事
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
校
長

と
副
校
長
を
ご
紹
介
し
ま
す

（
敬
称
略
。
写
真
は
、
市
外

の
学
校
か
ら
赴
任
し
た
校
長
で

す
。
）

▽
校
長
（
　
）
内
は
旧
職

　●

東
秋
留
小
学
校
長
…
岡
部
廣

　
（
あ
き
る
野
市
立
一
の
谷
小

　
学
校
長
）

　●

多
西
小
学
校
長
…
高
橋
志
夫

　
（
あ
き
る
野
市
立
草
花
小
学

　
校
長
）

　●

西
秋
留
小
学
校
長
…
榎
本
茂

　
（
あ
き
る
野
市
立
五
日
市
小

　
学
校
長
）

　●

屋
城
小
学
校
長
…
加
藤
達
夫

　
（
国
立
市
立
国
立
第
六
小
学

　
校
副
校
長
）

　●

草
花
小
学
校
長
…
浅
原
伸
行

　
（
あ
き
る
野
市
立
西
秋
留
小

　
学
校
長
）

　●

一
の
谷
小
学
校
長
…
平
田
和

　
孝
（
八
王
子
市
立
上
川
口
小

　
学
校
長
）

　●

五
日
市
小
学
校
長
…
篠
原
敬

　
子
（
あ
き
る
野
市
立
多
西
小

　
学
校
長
）

▽
副
校
長
（
　
）
内
は
旧
職

　●

多
西
小
学
校
副
校
長
…
吉
岡

　
正
司
（
福
生
市
立
福
生
第
五

　
小
学
校
主
幹
教
諭
）

　●

増
戸
小
学
校
副
校
長
…
栗
原

　
郁
夫
（
青
梅
市
立
東
中
学
校

　
主
幹
教
諭
）

　●

五
日
市
小
学
校
副
校
長
…
鈴

　
木
貴
（
あ
き
る
野
市
立
屋
城

　
小
学
校
主
幹
教
諭
）

　●

戸
倉
小
学
校
副
校
長
…
宇
治

　
昭
秀
（
国
立
市
立
国
立
第
一

　
小
学
校
主
幹
教
諭
）

　●

西
中
学
校
副
校
長
…
川
杉
稔

　
（
あ
き
る
野
市
立
秋
多
中
学

　
校
主
幹
教
諭
）

　●

御
堂
中
学
校
副
校
長
…
村
田

　
晃
彦
（
府
中
市
立
府
中
第
一

　
中
学
校
副
校
長
）

　
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
保
健
福
祉
都
市
を
め

ざ
し
て
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、

「
あ
き
る
野
市
地
域
保
健
福
祉

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
基
本
理
念
を
も

と
に
、
子
ど
も
と
家
庭
へ
の
支

援
を
推
進
す
る
た
め
「
あ
き
る

野
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

▽
地
域
保
健
福
祉
計
画
の
内
容

　
計
画
は
、
す
べ
て
の
市
民
が

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
で

　
安
心
し
て
暮
ら
し
、
い
き
い

　
き
と
活
動
し
て
い
け
る
よ
う
、

　
保
健
福
祉
施
策
を
総
合
的
・

　
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の

　
指
針
に
な
る
も
の
で
す
。
こ

　
の
計
画
に
基
づ
き
、
子
育
て
、

　
障
が
い
者
、
高
齢
者
、
健
康

　
づ
く
り
、
地
域
福
祉
の
施
策

　
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▽
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

　
の
内
容
　
次
代
を
担
う
子
ど

　
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、

　
育
成
さ
れ
る
よ
う
、
「
子
育

　
ち
・
子
育
て
」
支
援
策
を
地

　
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り

　
組
む
た
め
の
指
針
と
な
る
も

　
の
で
す
。

▽
策
定
経
過
　
市
民
意
識
調
査

　
を
実
施
し
、
市
民
検
討
委
員

　
会
で
の
検
討
・
協
議
を
経
て

　
作
成
し
た
計
画
（
案
）
を
も

　
と
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

　
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
て
策
定

　
し
ま
し
た
。

▽
閲
覧
場
所
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
、
市
役
所
４
階
情
報
公

　
開
コ
ー
ナ
ー
、
生
活
福
祉
課
、

　
子
育
て
支
援
課
、
五
日
市
出

　
張
所
、
中
央
公
民
館
、
各
図

　
書
館

▽
閲
覧
で
き
る
も
の
　
各
計
画

　
書
、
各
概
要
版
、
市
民
の
皆

　
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

　
見
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の

　
考
え
方

▽
問
合
せ

　●

あ
き
る
野
市
地
域
保
健
福
祉

　
計
画
に
つ
い
て
…
生
活
福
祉

　
課
庶
務
計
画
係
（
直
通
５
５

　
８
・
１
１
７
０
）

　●

あ
き
る
野
市
次
世
代
育
成
支

　
援
行
動
計
画
に
つ
い
て
…
子

　
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　
（
直
通
５
５
８
・
１
１
１

　
７
）

　
大
学
・
専
修
学
校
な
ど
の
学

生
で
、
収
入
が
少
な
く
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
、

本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
基

準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承

認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

▽
対
象
　
日
本
年
金
機
構
か
ら

　
「
平
成
22
年
度
国
民
年
金
学

　
生
納
付
特
例
申
請
書
（
は
が

　
き
形
式
）
」
が
届
い
た
方
以

　
外
の
方
で
す
。

※
平
成
21
年
度
分
の
学
生
納
付

　
特
例
申
請
を
し
て
い
な
い
方

　
は
、
４
月
30
日
（金）
が
申
請
期

　
限
で
す
（
在
学
中
は
毎
年
度
、

　
申
請
が
必
要
で
す
）
。

▽
持
ち
物
　
年
金
手
帳
、
学
生

　
証
か
在
学
証
明
書
、
は
ん
こ

▽
問
合
せ

　●

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０

　
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５
、

　
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
03
・
６

　
７
０
０
・
１
１
６
５
）

　●

青
梅
年
金
事
務
所
（
☎
０
４

　
２
８
・
30
・
３
４
１
０
）

▽
問
合
せ
・
申
請
　
保
険
年
金

　
課
年
金
係
、
五
日
市
出
張
所

　
市
民
総
合
窓
口
係

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
が
病
気
や
け
が
を
し
て

病
院
な
ど
に
か
か
っ
た
と
き
の

医
療
費
は
、
加
入
者
の
み
な
さ

ん
が
納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険

税
や
国
、
都
や
市
か
ら
の
公
費

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
の
保
険
税
の
課

税
に
つ
い
て
、
主
な
改
正
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

※
平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険

　
税
の
納
税
通
知
書
は
、
７
月

　
中
旬
頃
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

▽
非
自
発
的
失
業
者
の
保
険
税

　
軽
減
　
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
職

　
を
失
っ
た
方
が
国
保
に
加
入

　
し
た
場
合
、
保
険
税
の
所
得

　
割
額
を
算
定
す
る
際
、
前
年

　
の
給
与
所
得
を
30
／
１
０
０

　
と
み
な
し
て
算
定
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
申
請
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　●

対
象
…
平
成
21
年
３
月
31
日

　
以
降
に
離
職
し
、
次
の
理
由

　
に
よ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
失

　
業
等
給
付
を
受
け
る
方

＊
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格

　
者
（
倒
産
、
解
雇
な
ど
に
よ

　
る
離
職
）

＊
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職

　
者
（
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る

　
離
職
）

　●

期
間
…
軽
減
期
間
は
離
職
の

　
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の

　
期
間
で
す
。

※
平
成
21
年
度
中
に
離
職
し
た

　
方
は
、
平
成
22
年
度
の
１
年

　
間
に
限
り
、
保
険
税
額
が
軽

　
減
さ
れ
ま
す
。

　●

申
請
に
必
要
な
も
の
…
雇
用

　
保
険
受
給
資
格
者
証

※
高
額
療
養
費
の
所
得
区
分
を

　
判
定
す
る
際
に
も
、
前
年
の

　
給
与
所
得
を
30
／
１
０
０
と

　
み
な
し
て
判
定
し
ま
す
。

▽
被
扶
養
者
の
保
険
税
軽
減
の

　
延
長
　
75
歳
以
上
の
方
が
社

　
会
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医

　
療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に

　
よ
り
、
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ

　
て
い
た
65
歳
以
上
の
方
が
国

　
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

　
た
場
合
は
、
保
険
税
の
軽
減

　
措
置
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と

　
な
る
方
は
、
国
保
に
加
入
す

　
る
際
、
減
免
申
請
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。

※
こ
の
保
険
税
の
軽
減
期
間
が

　
２
年
間
か
ら
「
当
分
の
間
」

　
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

▽
医
療
分
と
後
期
高
齢
者
支
援

　
金
分
の
課
税
限
度
額
引
き
上

　
げ
　
表
１
の
と
お
り

▽
所
得
の
低
い
世
帯
の
軽
減
割

　
合
の
拡
大
　
前
年
の
所
得
が

　
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
保

　
険
税
の
均
等
割
額
と
平
等
割

　
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
６
割
、

　
４
割
軽
減
か
ら
７
割
、
５
割
、

　
２
割
軽
減
に
拡
大
さ
れ
ま
し

　
た
（
表
２
の
と
お
り
）
。

▽
問
合
せ
　
保
険
年
金
課
保
険

　
税
係
、
国
保
係

　
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
は

「
コ
マ
」
の
形
を
し
て
い
て
、

主
食
、
副
菜
、
主
菜
、
牛
乳
・

乳
製
品
、
果
物
と
分
け
ら
れ
、

中
心
軸
は
水
分
（
水
や
お
茶
）
、

紐
は
菓
子
や
嗜
好
飲
料
で
す
。

　
コ
マ
の
分
類
に
あ
っ
た
食
べ

方
を
す
る
こ
と
で
健
康
的
な
食

生
活
が
で
き
、
生
活
習
慣
病
予

防
に
な
り
ま
す
。「
主
食
」「
副

菜
」
「
主
菜
」
の
そ
ろ
っ
た
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
単
品
の
料
理
を

選
ぶ
場
合
は
野
菜
が
不
足
し
が

ち
に
な
り
ま
す
の
で
、
サ
ラ
ダ

や
お
ひ
た
し
な
ど
、
意
識
し

て
「
副
菜
」
と
な
る
野
菜
料
理

を
加
え
ま
し
ょ
う
。

　
単
品
料
理
を
食
事
バ
ラ
ン
ス

ガ
イ
ド
コ
マ
に
あ
て
は
め
る
と

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
例
）
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
　
ご
飯

　
↓
「
主
食
」
、
じ
ゃ
が
芋
・

　
玉
ね
ぎ
・
人
参
↓
「
副
菜
」
、

　
豚
肉
↓
「
主
菜
」
、
天
丼
　

　
ご
飯
↓
「
主
食
」
、
え
び
↓

　
「
主
菜
」

※
今
回
、
３
面
で
は
「
副
菜
」

　
に
あ
た
る
玉
ね
ぎ
を
使
っ
た

　
料
理
「
第
２
回
簡
単
料
理
レ

　
シ
ピ
」
あ
き
る
野
大
賞
・
ス

　
ピ
ー
ド
賞
受
賞
作
品
を
紹
介

　
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
健
康
課
健
康
づ
く

　
り
係

学
生
納
付

　
　
特
例
制
度

国
民
健
康
保
険
税
が
変
わ
り
ま
す

ご紹介します

小・中学校

新校長・副校長
平田和孝氏 加藤達夫氏

区　　　　分

医療分

所得金額が下記の基準を超えない
世帯

33万円

33万円＋24.５万円
×被保険者の数（世帯主を除く）

33万円＋35万円×被保険者の数

後期高齢者支援金分

介護分

課 税 限 度 額

変更後 変更前

50万円

13万円

変更なし

47万円

軽　減　割　合

変更後 変更前

７割 ６割

５割 ４割

２割 なし

12万円

10万円

※被保険者の数は、後期高齢者医療制度に加入した方を含む。

表１　医療分と後期高齢者支援金分の課税限度額引き上げ

表２　所得の低い世帯の軽減割合の拡大

ゆ
う
よ

し
こ
う

ひ
も


